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東海旅客鉄道株式会社
中央新幹線第一首都圏トンネル新設（東百合丘工区）ほか工事共同企業体

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（東百合丘工区）

調査掘進での確認結果に関する説明会



説明内容
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先
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３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先



○目的： 大動脈の二重系化

・開業後50年以上が経過した東海道新幹線の
将来の経年劣化及び南海トラフ巨大地震など
大規模災害に対する抜本的な備え

○効果： 日本経済の活性化

・巨大都市圏誕生。人口約6,600万人約１時間圏内
品川・名古屋 40分、品川・大阪 67分（最速）

営業速度 500km/h

超電導リニアによる中央新幹線計画

中央新幹線

東海道新幹線

岐阜県

愛知県

長野県

静岡県

山梨県 東京都

神奈川県

品川駅

大阪

大深度地下使用区間

大深度地下使用区間

認可を受けた路線

山梨リニア実験線

駅
東海道新幹線

名古屋駅
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計画路線

山梨リニア実験線

駅

大深度地下使用区間

大深度地下使用区間

山梨リニア実験線

岐阜県

愛知県

長野県

静岡県

山梨県

神奈川県

東京都

○ 平成26年10月、国土交通大臣から工事実施計画の認可

○ 平成30年10月、国土交通大臣から大深度地下使用の認可

・ 東京都、神奈川県、愛知県内の高度に市街化された地域では、
土地所有者等による通常の利用が行われていない地下に
トンネルを掘って路線を築く計画

○ 令和3年8月、川崎市麻生区東百合丘にシールドトンネルを掘り始める地点と
なる東百合丘非常口が完成

○ 令和5年3月、東百合丘非常口から調査掘進を開始

○ 令和5年9月、調査掘進の範囲における掘削が完了

中央新幹線品川・名古屋間の工事
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都市部のトンネルは円筒形のシールドトンネル
シールドトンネル
と非常口（立坑）

シールドトンネルの
標準的な断面図

約5㎞

非
常
口(

立
坑)

非
常
口
（立
坑
）シールドトンネル

営業開始後の非常口

階
段
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音
設
備
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ベ
ー
タ

開
閉
設
備

微
気
圧
波
対
応
設
備

（
多
孔
板
）

換
気
設
備

（
フ
ァ
ン
）

・ シールドトンネルは、外側の直径が約14ｍの円筒の形をしたトンネル

・ トンネル内には、リニアを走行させるために必要な内部構造を構築

・ 立坑は、約5ｋｍの間隔で設置

・ 立坑は、営業開始後に、非常口として異常時のお客様避難やトンネル内の
換気、保守作業などに使用
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外径：約14m

内
部
構
造
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先
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削った土砂の粒の隙間を添加材で埋め、
ほど良い固さと水を透さない性状を備えた
泥土を練りあげてつくることが重要

泥土圧シールドによる掘り方

土

圧

水

圧

セグメント

裏込めシールド機本体

① カッターヘッドを回転させて削り取った土砂を
チャンバー内に取り込む。

② 取り込んだ土砂に添加材を加えてかき混ぜ、
塑性流動性と不透水性を持つ泥土にする。

③ 掘削面が崩れないよう、泥土に､土圧＋水圧
に拮抗した圧力（泥土圧）をかける。

④ 掘り進んだ分に応じた適量の土砂を
スクリューコンベアで後方に抜き取る。

シールドジャッキ

細かい粒
（粘性土など）

中程度の粒
（砂など）

粗い粒
（礫など）

添加材

（削り取った土砂を取り込む、カッターヘッドと隔壁との間に挟まれた部屋）

泥土の内部を
拡大したイメージ
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カッターヘッドカッターヘッド

シールド機
本体

隔壁

泥

土

圧

隔壁

チャンバー
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４. 調査掘進

（１）調査掘進での取組み

（２）調査掘進での確認結果
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中央新幹線品川駅・神奈川県駅(仮称)間の工事

上小山田非常口
片平非常口小野路非常口

等々力非常口

東雪谷非常口

北品川非常口

品川駅

世田谷区

大田区町田市

※シールド機は、
●印の付いている非常口から矢印の向きに掘り進めていきます。

梶ヶ谷非常口

東百合丘非常口

犬蔵非常口

第一首都圏トンネル 約37km

神奈川県駅(仮称)

港区

川崎市

相模原市

品川区

約4.2km 約2.6km 約4.9km 約4.3km 約4.7km約3.5km約3.2km約5.0km

小野路非常口

片平非常口

東雪谷非常口

等々力非常口

品
川
駅

神
奈
川
県
駅(

仮
称)

東百合丘非常口

犬蔵非常口

梶ヶ谷非常口

上小山田非常口

約3.8km 約1.0km

北品川非常口

大深度地下使用区間 約33km

梶ヶ谷工区
東百合丘
工区

北品川工区小野路工区

100m

1km
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第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の位置図

・ 東百合丘非常口からは、西側の片平非常口まで掘進

・なお、東百合丘非常口には梶ヶ谷工区からのシールド機が、

片平非常口には小野路工区からのシールド機がそれぞれ到達します。

約4.2km

麻生区町田市

片
平
非
常
口

（シ
ー
ル
ド
機
到
達
地
点
）

宮前区

犬
蔵
非
常
口

Leaflet | 地理院タイル

1km

品川方

西 東

名古屋方
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小野路工区 東百合丘工区 梶ヶ谷工区

東
百
合
丘
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進
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点
）
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第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の縦断面図

・地表面からトンネル上端まで約45m～90mの深さの固く締まった地盤の中で、

シールドトンネルを掘進していく計画

宮
前
区

約4.2km 東百合丘
非常口

麻生区

片平
非常口

町
田
市

固く締まった地盤

片
平
川

▼

県
道
１
３
７
号

▼

県
道
３
号
（津
久
井
道
）
▼

麻
生
川

▼

小
田
急
小
田
原
線

▼

土被り
約90m土被り

約90m

西 東

上総層群

土被り
約45m

真
福
寺
川

▼
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先



東百合丘
非常口

名古屋方

運転操作室
添加材や裏込注入材を積んだ台車
セグメント搬送装置
ベルトコンベア設備 等

・掘進の初期段階において、シールドトンネル工事の安全対策と周辺環境
への影響の実地確認に主眼を置いた「調査掘進」を実施しました。
・実際にシールド機を動かし、以下の項目を把握、確認しました。

（１）掘進による周辺への影響を確認
① 地表面変位の計測
② 振動・騒音の計測
③ 地下水位の計測

（２）適切な施工管理ができることを確認
① 泥土圧の管理
② 泥土の性状の確認
③ 取込み土量の管理

調査掘進の概要
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※調査掘進の範囲：シールド機の後ろに繋ぐ
一連の設備を収める長さ分の掘進

調査掘進の範囲※



調査掘進の範囲

• 「掘進による周辺への影響を確認」と「適切な施工管理ができることを確認」の
各項目を把握、確認し、東百合丘非常口から名古屋方に向けて約133mを安全に
掘進しました。

名古屋方

品川方

東百合丘非常口

Leaflet | 地理院タイル
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中央新幹線計画路線

：工事施工ヤード

ヨネッティー
王禅寺

いなげや

100m



調査掘進完了後のトンネル内の状況

18
東百合丘工区の坑内の状況（2023年9月29日撮影）
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先
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調査掘進における確認項目

（１） 掘進による周辺への影響を確認

① 地表面変位の計測

② 振動・騒音の計測

③ 地下水位の計測

（２） 適切な施工管理ができることを確認

① 泥土圧の管理

② 泥土の性状の確認

③ 取込み土量の管理
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★

尻手黒川
道路 東百合丘

非常口

名古屋方

工事施工ヤード外 工事施工ヤード内

：地表面変位の計測地点
：振動・騒音の計測地点
：地下水位の計測地点

杭基礎の
建物を想定

直接基礎の
建物を想定

ヨネッティー王禅寺

① 地表面変位の計測
② 振動・騒音の計測
③ 地下水位の計測

（１）掘進による周辺への影響を確認

仮囲い

井戸
（浅層）井戸

（深層）

調査掘進の範囲



○計測方法
①水準測量
・トンネルに交差する公道上および工事施工ヤード内に測量点を設置し、
その点の変位量を確認しました。

②傾斜角
・掘進による地上の建物等への影響を確認するために、①での計測値を基に、
隣接した測量点との相対的な変位を角度で表して確認しました。
1/1000rad※を目安に管理しました。

①地表面変位の計測

水準測量の様子 測量点
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※1/1000rad：幅10mに対して10mm隆起・沈下した際の傾斜角
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①地表面変位の計測

東百合丘
非常口

調査掘進の掘進範囲
約133m

ＡＢＣＤＥ

○確認結果
・いずれの測定点においても、±3mm程度の変位に収まっている上、継続した隆起
や沈下の傾向が見られないことから、掘進による影響はないと考えています。

通過後
40m

通過後
30m

通過後
20m

通過後
10m

直上
通過前
10m

通過前
20m

通過前
30m

通過前
40m

A ＋2mm ＋2mm ＋2mm ＋2mm ＋2mm ±0mm ±0mm ±0mm －

B ±0mm ±0mm ＋2mm ＋1mm －2mm －1mm ＋2mm ＋3mm ±0mm

C － －1mm －1mm ＋1mm ＋2mm ＋3mm ＋2mm ＋3mm ±0mm

D － － － － －2mm ±0mm ＋1mm ±0mm ±0mm

E － － － － － － ＋2mm ＋1mm ±0mm
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①地表面変位の計測

○確認結果
・水準測量の結果から傾斜角を算出した結果、いずれの測線においても目安値の
1/1000radを下回る結果となった上、傾斜角が継続的に大きくなるような傾向が
見られないことから、掘進による影響はないと考えています。
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（工事中）
王禅寺処理センター

王 禅 寺

測線3

測線4

測線1

測線5

測線2

調査掘進の掘進範囲約133m

東百合丘
非常口

※計測期間における最小値と最大値を
示している

測線No. 傾斜角※ 目安値

測線1 0～0.6/1000rad

1/1000rad

測線2 0～0.5/1000rad

測線3 0～0.6/1000rad

測線4 0～0.3/1000rad

測線5 0～0.2/1000rad



②振動・騒音の計測

振動レベルL10：振動レベルをある時間測定したとき、全測定値の最高値と最低値側からそれぞれ10％除外し、残った測定値の上端値
騒音レベルLA5：騒音レベルをある時間測定したとき、全測定値の最高値と最低値側からそれぞれ5％除外し、残った測定値の上端値

○確認結果
・掘進停止中と掘進中の振動・騒音をそれぞれ計測し、比較した結果、
シールド機の稼働による影響は確認されませんでした。

※表中の数値は、シールド機の稼働に伴う、振動・騒音の計測結果です。 なお、東百合丘非常口の工事施工ヤードでは、
調査掘進中は土砂圧送（ポンプ方式）に伴う音が発生していましたが、本格的な掘進ではベルトコンベア方式に変更します。
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東百合丘
非常口

④ （直接基礎（ヨネッティー地上駐車場）

③

②

①

⑤（杭基礎（ヨネッティー地下部））

20
m

40
m

ＡＢＣ

Ａ：地点①
（トンネル直上）

Ａ：地点②
（20m離れ）

Ａ：地点③
（40m離れ）

Ｂ：地点④
（直接基礎）

Ｃ：地点⑤
（杭基礎）

掘進
停止中

掘進中
掘進
停止中

掘進中
掘進
停止中

掘進中
掘進
停止中

掘進中
掘進
停止中

掘進中

振動レベル
L10（dB）

33 34 32 34 27 28 45 43 25未満 25未満

騒音レベル
LA5（dB）

56 55 ― ― ― ― 68 68 56 56
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②振動・騒音の計測

○確認結果
・シールド機内から発生する振動は、地中を伝達する過程で減衰していること
を確認しております。地上での影響はありませんでした。

東百合丘
非常口

① ＡＢＣ

機内Ⅰ

機内Ⅱ

※機内の振動レベルは、加速度計の値から算出した換算値。

④ （直接基礎（ヨネッティー地上駐車場）

⑤（杭基礎（ヨネッティー地下部））

Ａ：地点①
（トンネル直上）

Ｂ：地点④
（直接基礎）

Ｃ：地点⑤
（杭基礎）

振動レベル（地上）
L10（dB）

34 43 25未満

振動レベル（機内Ⅰ）
L10（dB）

※ 47 47 42

振動レベル（機内Ⅱ）
L10（dB）

※ 64 59 58
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③地下水位の計測

東百合丘
非常口

井戸
（深層）

井戸
（浅層）

井戸
（浅層）

井戸
（深層）

○確認結果
・浅層の地下水位には変動がみられませんでした。
・深層の地下水位には一時的な変動が生じましたが、その後は収束しています。

8月末時点 7月末時点

6月末時点

9月末時点

-20

0

20

40

60

80

100

120

3 4 5 6 7 8 9 10 11

地下水位（月平均）

（令和5年3月～令和5年11月）
水位
m（T.P.）

月

井戸（深層）

井戸（浅層）
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調査掘進における確認項目

（１） 掘進による周辺への影響を確認

① 地表面変位の計測

② 振動・騒音の計測

③ 地下水位の計測

（２） 適切な施工管理ができることを確認

① 泥土圧の管理

② 泥土の性状の確認

③ 取込み土量の管理
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○「課題があった」とされる施工

陥没（真下を通過後１ヶ月以上経ってから）

地盤の
ゆるみチャンバー

○「特殊な地盤」

トンネル上部
単一の流動化しやすい
砂層が地表付近まで続く

掘削断面
粘性土が極めて少ない
砂層で、礫も介在

地表

【ご参考】東京外環の地表面の陥没事故について

・土砂と添加材が分離し、
土砂が下方に落ちて固まった。

・土砂の取込み過ぎが続く
まま掘り進んだ。

・令和2年10月に東京外かく環状道路（関越～東名）（以下、「東京外環」という）の
大深度地下シールドトンネル工事において、地表面の陥没事故が発生しました。
・その原因として、東京外環全線の中でも「特殊な地盤条件となる区間」に
おける「施工に課題があった」ことが報告されています。

○中央新幹線の工事における対応

・ 中央新幹線のルート上には、上記のような「特殊な地盤」に当てはまる場所はない
と考えていますが、東京外環のシールドトンネル工事において「施工に課題があっ
た」ことを踏まえ、施工管理をより強化してまいります。



30

○東京外環のシールドトンネル工事における「施工に課題があった」とされたこと
に対して、令和3年12月に国により策定された 「シールドトンネル工事の安全・
安心な施工に関するガイドライン」の内容も踏まえ、中央新幹線におけるシール
ド掘進を安全に進めるための施工管理の取組みを定めて調査掘進で実施し、
確認しました。

中央新幹線における施工管理の取組み

土砂と添加材が分離し、
土砂が下方に落ちて固まった。

① 泥土圧の管理

② 泥土の性状の確認

中央新幹線における施工管理の取組み
東京外環における

「課題があった」とされる施工

土砂の取込み過ぎが続くまま
掘り進んだ。

③ 取込み土量の管理



・シールド掘進においては、チャンバー※内の
泥土に、土圧や水圧に拮抗した適切な圧力
（泥土圧）をかける必要があります。

①泥土圧の管理

※チャンバー：削った土を取り込む、カッターヘッドと
隔壁との間に挟まれた部屋

・泥土圧の管理においては、
「泥土圧が管理目標値に収まること」
「泥土の圧力分布や勾配がバランスの良い
状態であること」
を確認することが重要となります。

シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関する
ガイドライン
【切羽圧力の管理】 （抜粋）
『切羽圧力は切羽の安定が保たれるように管理し、
切羽圧力等に急激な変動があった場合は、直ちに
その原因を究明し、適切に対応すること。』

31



管理モニターの表示状況（掘進距離約100m付近）

①泥土圧の管理

管理モニターの確認状況

○確認結果
・管理モニターで表示される泥土の圧力分布や勾配をリアルタイムで確認しました。
・泥土圧が管理目標値内に収まるよう調整し、泥土の圧力分布や勾配がバランス
の良い状態に保持されていることを確認しました。

32

以上により、適切に泥土圧の管理ができることを確認しました。
今後の本格的な掘進においても、地質状況に合わせ、適切な泥土圧の設定を行い、
「泥土圧が管理目標値に収まること」や
「泥土の圧力分布や勾配がバランスの良い状態であること」を確認していきます。



②泥土の性状の確認

土砂
沈降

上

中

下

・泥土の塑性流動性を確保するためには、
適切な添加材を使用したうえで
「チャンバー内泥土の圧力勾配の直線性が
保たれていること」
「排出される土砂やサンプリング装置で
採取した土砂の性状が良好であること」
を確認することが重要となります。

・チャンバー内の土砂を分離、沈降させないため
には、土砂と添加材を均一に混ぜて、泥土の塑
性流動性※を確保する必要があります。

土砂と添加材
が均一に混
ざった状態

上

中

下

土砂が沈降するとチャンバー内圧力の
バランスが崩れ、勾配が変化

直線性を保った圧力勾配となる

シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関する
ガイドライン
【泥水・添加材の調整と管理】 （抜粋）
『（略）泥土圧シールドではチャンバー内土砂の適切
な状態が、切羽を安定させるための前提となること
から、地盤の状況に応じ、（略）適切な添加材を混合
攪拌して所定の塑性流動性と止水性を満足するよう
にすること。』 33

※塑性流動性：土砂の性状を表現する言葉で、力を加えると容易
に変形し、適度な流動性を有した土砂性状のこと。

土砂と添加材が
分離した状態
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②泥土の性状の確認

チャンバー内泥土の圧力勾配 外観・触手土砂ピットでの土砂の性状

○確認結果
・掘進中、掘進停止中ともに、チャンバー内泥土の圧力勾配の直線性が保たれて
いることを確認しました。
・排出される土砂や土砂サンプリング装置で採取した土砂の性状を確認しました。

断面図 側面図

土砂サンプリング装置の設置位置 土砂サンプリング装置

以上により、チャンバー内泥土の塑性流動性が確保されていることを確認しました。
今後の本格的な掘進においても、地質に合わせて適切な添加材を混合攪拌し、
「チャンバー内泥土の圧力勾配の直線性が保たれていること」や
「排出される土砂やサンプリング装置で採取した土砂の性状」を確認していきます。



シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関するガイドライン
【排土量管理】 （抜粋）
『（略）掘進時の土砂の取込み量の管理を適切に行い、過剰な取込みや取込み不足
を防止すること。排土量管理においては、精度の維持・向上に取組み、異常の兆候
等の早期把握に努めること。（略）』 35

③取込み土量の管理

・シールド掘進においては、掘り進んだ分に見
合った適切な量の土砂を排出していくことがで
きるよう、掘削土の取込み土量を適切に管理
する必要があります。

・取り込んだ土量が適切な量か判断するためには、
「直近20リング※1の取込み土量の平均に対する
取込み率（対トレンド取込み率）」
「1リングあたりの理論土量※2に対する取込み率
（対理論土量取込み率）」
を確認することが重要となります。

※1 リング：セグメントを円形に組立てたシールドトンネルの一単位のこと
※2 理論土量：掘り進んだ分に見合う土量の計算値



③取込み土量の管理

・ 「対トレンド取込み率」および「対理論土量取込み率」はいずれも概ね一次管理値
内に収まり、継続して超過することはありませんでした。

○確認結果
・取込み土量は、「対トレンド取込み率」、「対理論土量取込み率」それぞれの計
算を行い、継続して管理値を超過した状態にならないように管理しました。

一次管理値：100±7.5%

二次管理値：100±15%

以上により、適切に取込み土量の管理ができることを確認しました。
今後の本格的な掘進においても「対トレンド取込み率」と「対理論土量取込み率」
が、継続して管理値を超過した状態にならないことを確認していきます。

36



・当社が学識者や専門技術者を招いて設けた「トンネル施工検討委員会シールド
トンネル部会」において、第一首都圏トンネル新設（東百合丘工区）の調査掘進
について以下の内容を確認頂きました。

・委員からは、調査掘進が、適切な施工管理のもと、計測結果の一部に一時的な
変動が認められたものの、周辺に影響を与えることなく実施された状況が確認
できたので、今後の本格的な掘進にあたっても、調査掘進と同様に慎重かつ確
実に進めていくよう、助言がありました。

今後の本格的な掘進においても適宜、専門家に助言をいただき、安全に工事を
実施してまいります。

調査掘進の確認結果を専門家に確認いただいています

37

・施工管理上の確認項目として、泥土圧の管理、泥土の性状の確認、取込み
土量の管理について

・周辺への影響の確認として行った、地表面変位、振動・騒音、地下水位の計
測結果について

【ご確認頂いた内容】



説明内容
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先



第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の位置図

・ 本格的な掘進を行う区間は、現在のシールド機の位置から片平非常口までの

約4.1㎞となります。

麻生区町田市
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平
非
常
口
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ル
ド
機
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地
点
）

宮前区
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蔵
非
常
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西 東

名古屋方
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小野路工区 東百合丘工区 梶ヶ谷工区
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本格的な掘進の区間
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お住まいの皆様に安心してお過ごしいただけるように

中央新幹線のシールドトンネルの本格的な掘進にあたりましては、調査掘進
と同様の施工管理を行い、地上の土地利用に支障が生じないよう、工事を安
全に実施してまいります。
そのうえで、計画路線周辺にお住まいの皆様に安心してお過ごしいただける
よう、以下の取組みを行います。

① 工事の安全を確認する取組み

・ 地表面の高さの変化を計測

・ 周辺を巡回して監視

② 生活環境の保全に関する取組み

・ 振動・騒音への対策の実施

・ 事前の家屋調査の実施

・ 地下水位計測の実施

③ 工事情報を適時お知らせする取組み

・ 神奈川東工事事務所でのご説明に加え、地元で説明する場を設定

・ 書面による工事のお知らせの配布

・ 工事の進捗状況をHPに掲載
40
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①工事の安全を確認する取組み

＜水準測量＞

• 掘進前後の期間に、トンネルと交差する公道上で、トンネル端部から40mの
範囲まで、10m毎に測点を置き、地表面の高さや傾斜角の変化を計測します。

• シールド機の前後の範囲（約100m）を1回/日の頻度で計測します。

• また、シールド機通過後一定期間を経たのちに1回事後計測します。

【横断図】 【縦断図】

変位計測
（1回/日）

事後計測
（1回）



①工事の安全を確認する取組み

42

＜巡回監視＞

• 掘進前後の期間に、トンネルと交差する公道において、徒歩による巡回監視
を行います。

• シールド機の前後の範囲（約1㎞）を2回/日の頻度で巡回監視します。

＜人工衛星による地表面変位の把握＞

• 人工衛星を活用し、中央新幹線の計画路線周辺の地表面の高さの変化を
面的かつ時系列的に確認します。

人工衛星による地表面変位計測

○参考画像：「国土交通省 国土地理院ＨＰ 干渉SARの原理より」に一部加筆

巡回監視



②生活環境の保全に関する取組み

43

＜振動等の対策＞

• 本格的な掘進においては、トンネル直上の公道上で約500mおきに計測します。

• 振動計測の結果等を踏まえ、必要に応じて対策を行っていきます。

＜特に振動・騒音を気になされる方へのご対応＞

• 個別にご相談をお受けし、ご事情等をお聴きしたうえで、ご対応させていただき
ます。

振動測定（イメージ） 振動計の拡大図
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外壁・基礎調査 浴室の壁面調査

【調査の案内】

• 東百合丘非常口の西側から順次、調査協力依頼の書面をご案内しております。
事前の家屋調査に伴う土地・家屋への立入りにご協力をお願いいたします。

＜事前の家屋調査＞

• 中央新幹線のシールドトンネル端部から約40mの範囲内にある建物等を対象
に家屋調査を実施します。

• 調査員の立入りにご協力をいただいた方の家屋等の現況（建物の柱の傾斜、
壁や基礎のひび割れ状況等）を、写真撮影やスケッチ、測量などで把握する
ものです。

②生活環境の保全に関する取組み
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②生活環境の保全に関する取組み

＜地下水位計測＞

• 計画路線周辺の既存の井戸を用いて、シールド機が通過する1年前～通過して
1年後までの期間に地下水位を計測します。

Leaflet | 地理院タイル

1km

片
平
非
常
口

（シ
ー
ル
ド
機
到
達
地
点
）

東
百
合
丘
非
常
口

（シ
ー
ル
ド
機
発
進
地
点
）

地下水位計測箇所



③工事情報を適時お知らせする取組み
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＜地元へのご説明の場の拡充（オープンハウス（出張説明会）の実施）＞
• トンネル掘進時期に合わせて順次、地元でご説明する場を設け、工事の進捗
状況や施工済み区間における計測結果等、工事に関する情報をご提供します。

• オープンハウスの開催場所・開催時期が決まりましたら、計画路線周辺にお住
いの皆様にお知らせします。

＜沿線にお住まいの皆様に向けた書面（お知らせ）の配布＞
• シールド機が通過する概ね1ヶ月前に、計画路線周辺にお住まいの皆様に、
工事の進捗状況、施工済み区間における計測結果等を記した書面によるお知
らせを配布します。

• シールド機が通過した後の計測結果についても、計画路線周辺にお住まいの
皆様がご確認頂けるよう書面によるお知らせを配布いたします。

＜シールド機位置や工事進捗状況等の公表＞
• 工事の進捗状況や施工済み区間における計測結果等を東海旅客鉄道㈱の
HPに掲載します。

＜24時間工事情報受付ダイヤルの開設＞
• 皆様が工事に関してお気づきのことを24時間拝聴できるよう、工事情報受付
ダイヤルを開設します。ダイヤル番号は本格的な掘進の開始前にお知らせし
ます。



説明内容
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先



東百合丘工区の工事工程

年度
工事の段階 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 以降

シールド機組立等

安全･安心の取組み

トンネルの掘進

調査掘進等

確認結果の説明

本格的な掘進
掘進のための準備

東百合丘～片平

☆説明会

★掘進工事説明会

☆説明会

☆確認結果説明会（本日）

48

※工程は現時点の計画であり、変更する可能性があります。

☆オープンハウス（順次開催）



説明内容
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１．中央新幹線の事業概要

２．シールドトンネル工事とは

３．第一首都圏トンネル（東百合丘工区）の工事概要

４. 調査掘進

（１）調査掘進の概要

（２）調査掘進での確認結果

５. 本格的な掘進

（１）本格的な掘進での取組み

（２）工事工程

６. 連絡先



連絡先

50

施 工 者

事 業 者 東海旅客鉄道株式会社

中央新幹線神奈川東工事事務所

住所：神奈川県川崎市宮前区宮崎２－６－１０

宮崎台ガーデンオフィス３Ｆ

電話：０４４－８６３－６２５６

（受付日時：土・日・祝日、ゴールデンウィーク、お盆期間、年末年始を

除く平日 ９時～１７時）

中央新幹線第一首都圏トンネル新設（東百合丘工区）ほか

工事共同企業体工事事務所

構成員：西松建設、五洋建設

住所：神奈川県川崎市麻生区東百合丘３－５－１

電話：０４４－２９９－６６１６

（受付日時：日・年末年始を除く ８時～１８時※）

※上記時間帯以外でも、担当者に電話を転送いたします。

※「24時間工事情報受付ダイヤル」等は本格的な掘進の開始前に、お知らせいたします。


